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鹿
児
島
県
長
島
町

獅
子
島
地
区
の
現
状
と
課
題

　

獅
子
島
は
、
鹿
児
島
県
の
最
北
端
に
位
置
し
、
海
に
面
し
た
四
集

落
で
構
成
さ
れ
る
。
二
〇
一
五
年
一
〇
月
末
の
住
民
基
本
台
帳
で
は
、

片か
た

側そ
ば

集
落
二
〇
二
人
・
八
一
世
帯
、
御
所
ノ
浦
集
落
一
九
九
人
・

九
八
世
帯
、
湯
ノ
口
集
落
六
三
人
・
一
九
世
帯
、
幣へ

串ぐ
し

集
落
二
八
八

人
・
一
〇
四
世
帯
と
な
っ
て
い
る
。
獅
子
島
は
、
地
理
的
に
も
地
形

的
に
も
条
件
が
厳
し
い
た
め
、
農
業
基
盤
を
は
じ
め
と
し
て
、
道
路

整
備
や
生
活
環
境
整
備
な
ど
が
取
り
残
さ
れ
た
形
と
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
に
と
も
な
い
高
齢
化
の
進
行
や
若
者
の
島
外
流
出
に
よ
る
人
口

島
内
外
の
交
流
と
、

島
で
育
っ
た
人
材
の
還
流
を

の
減
少
が
町
内
で
最
も
多
い
。
こ
の
た
め
地
域
の
主
産
業
で
あ
る
第

一
次
産
業
の
低
迷
と
と
も
に
、
地
域
活
力
の
低
下
を
ま
ね
い
て
い
る
。

　

土
地
は
傾
斜
が
多
く
、
平
地
は
四
集
落
と
も
海
岸
線
に
わ
ず
か
に

広
が
る
だ
け
で
、
水
田
や
宅
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
作
物
と

し
て
は
、
甘
夏
、
ビ
ワ
、
水
稲
な
ど
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
。

　

農
家
戸
数
は
高
齢
化
の
進
行
に
と
も
な
い
年
々
減
少
、
島
内
農
家

全
体
の
約
八
割
が
第
二
種
兼
業
農
家
（
農
業
所
得
で
は
な
く
兼
業
し
て
い

る
職
か
ら
主
な
所
得
を
得
て
い
る
農
家
）で
、
平
均
経
営
耕
地
面
積
は
〇
・

五
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
か
な
り
零
細
で
あ
る
。

　

四
面
を
海
に
囲
ま
れ
た
地
域
の
活
性
化
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
養
殖

鹿
児
島
県
長
島
町
総
務
課
行
政
係
長　

町
口 

真
浩

長島
水俣

5km

天草

獅子島

　

遣
唐
使
船
や
オ
ラ
ン
ダ
船
な
ど
が
訪
れ
た
歴
史
か
ら
独
自
の
文
化
を
も
つ
長
島
町
。
ほ
と
ん
ど
の
住
民

が
生
産
者
＝
つ
く
り
手
で
あ
り
、
食
糧
自
給
率
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
農
水
産
物
豊
か
な
こ
の
地
で

は
、
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
ひ
と
つ
の
大
陸
「
長
島
大
陸
」
と
捉
え
、
地
域
の
魅
力
を
全
国
へ
と
発

信
し
て
い
る
。
町
内
唯
一
の
離
島
・
獅
子
島
を
通
し
て
長
島
町
の
「
地
方
創
生
」
へ
の
取
り
組
み
を
探
る
。
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漁
業
を
推
進
し
、
浅
海
漁
場
造
成
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、
環

境
汚
染
や
赤
潮
被
害
な
ど
の
問
題
も
生
じ
て
お
り
、
そ
の
対
策
も
講

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
産
業
だ
け
で
な
く
、
進
学
、
就
職
、
結

婚
ま
で
の
す
べ
て
に
わ
た
り
、
今
後
も
対
策
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
る
。

長
島
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
長
島
版
総
合
戦
略
の
コ
ン
セ
プ
ト

　

地
方
創
生
で
、
全
国
の
自
治
体
が
今
年
度
中
に
策
定
す
る
よ
う
求

め
ら
れ
て
い
る
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
地
方
版
総
合
戦
略
」
に
つ

い
て
、
長
島
町
は
、
鹿
児
島
県
下
の
自
治
体
に
先
駆
け
て
八
月
一
一

★

農漁業が中心の長島町、町内唯一の離島・獅子島

島の特徴と個性

　長島町は鹿児島県の最北端の町として薩摩半島の北西部に
位置し、四方を東シナ海、八代海、長島海峡などの海に囲ま
れ、島の北部一帯は雲仙天草国立公園に指定されているなど
豊かな自然に恵まれた地域である。
　町内は、長島本島（90.63km2）、伊唐島（3.73km2）、諸浦島（しょ

うらじま）（3.88km2）、獅子島（17.05km2）の有人島のほか大小23
の島々が点在し、総面積は116.23km2である。
　本島部は、1974年4月に九州本土と502mの黒之瀬戸大
橋で結ばれ、半島化された。それ以前の1965年に本島と諸
浦島間が141mの橋で結ばれている。さらに1996年に本島
と伊唐島間が675mの農道橋で結ばれたため、現在唯一残さ
れた離島は、獅子島のみとなっている。
　山岳は長島本島のほぼ中央部に大中岳（おおなかだけ）（403m）、
行人岳（ぎょうにんだけ）（394m）、矢岳（やだけ）（402m）、獅子島には
七郎山（しちろうざん）（393m）などがある。
　本町の基幹産業は、農業と漁業で、「赤土馬鈴薯」と生産
額日本一を誇る「養殖鰤（ぶり）」。第一次産業を中心とした町
として、近年では風光明媚な段々畑や東シナ海を望むサン
セットラインなどを観光資源のひとつとして、外からの交流
人口の拡大を図っている。
　本町では、この豊かな海や山の美しい自然を生かしながら
景観づくりを推進しようと、2007年4月に「長島町ふるさと
景観条例」を施行。「石積みと花の町　長島町」をテーマに
町民の誇れる町づくりに取り組んでいる最中である。その景
観づくりの中心は、国道や県道約40kmを花でつなぐ〝ぐるっ
と一周フラワーロード〟事業。景観づくりに積極的に取り組

んでいる団体や個人と
町が協定を結んでいる。
現在、年間を通じて花
壇を管理する景観協定
団体は185団体（個人を

含む）にのぼる。獅子島
においても町花のスイ
センとツワブキで島内
一周を彩っている。獅子島の黒崎展望台から眺める天草諸島。
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日
に
策
定
・
公
表
し
た
。
今
回
の
地
方
創
生
を
一
言
で
言
え
ば
、
人

口
減
少
を
ど
う
克
服
す
る
か
（O

vercom
ing�Population�D

ecline

）
で

あ
る
。
本
町
も
他
の
過
疎
市
町
村
同
様
、
戦
後
一
貫
し
て
人
口
減
少

が
続
き
、
今
後
も
減
少
が
止
ま
ら
な
い
こ
と
が
推
計
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
町
に
「
雇
用
」
を
つ
く
り
、「
ひ
と
」
の

流
れ
を
生
み
、「
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
」
し
や
す
い
町
、「
時
代
」

に
合
っ
た
町
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

今
回
の
「
地
方
版
総

合
戦
略
」
の
策
定
に
あ

た
っ
て
は
、官（
＝
行
政
）

だ
け
で
な
く
、「
産
官

学
金
労
言
（
産
業
界
・

行
政
機
関
・
教
育
機
関
・

金
融
機
関
・
労
働
団
体
・

メ
デ
ィ
ア
）
が
連
携
」

す
る
こ
と
が
重
要
だ
と

言
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
長
島
町
で
は
、「
産

官
学
金
労
言
」
に
加
え

て
「
美
」「
食
」「
育
」

な
ど
の
関
係
者
に
も
、

長
島
版
総
合
戦
略
を
策

定
す
る
委
員
に
就
任
し

て
い
た
だ
い
た
。

　

一
つ
だ
け
言
え
る
こ
と
は
「
産
官
学
金
労
言
」
の
メ
ン
バ
ー
を
選

ぶ
の
は
、
ゴ
ー
ル
で
も
な
ん
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
四

角
く
て
硬
い
会
議
」
で
は
な
く
、「
丸
く
て
楽
し
い
語
り
合
い
」
を

続
け
る
こ
と
が
実
質
的
な
議
論
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い

る
。
こ
の
会
議
で
策
定
し
た
長
島
版
総
合
戦
略
は
、
四
八
項
目
す
べ

て
が
具
体
的
で
、
そ
れ
ぞ
れ
有
機
的
に
連
携
し
て
い
る
。

　

以
下
で
は
、
そ
の
中
で
獅
子
島
振
興
に
つ
な
が
る
地
方
創
生
の
目

玉
事
業
を
紹
介
す
る
。

人
口
ビ
ジ
ョ
ン

　

長
島
町
の
人
口
（
二
〇
〇
六
年
合
併
前
に
お
い
て
は
、
旧
東
町
と
旧
長
島

町
の
合
計
）
は
、
一
九
七
〇
年
国
勢
調
査
で
一
万
五
九
二
九
人
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
後
一
貫
し
て
減
少
が
続
き
、
二
〇
一
〇
年
で
は

一
万
一
一
一
二
人
と
な
っ
た
。

　

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
（
以
下
、「
社
人
研
」
と
い
う
）

の
推
計
に
よ
る
と
、
長
島
町
の
人
口
は
今
後
も
減
少
が
続
き
、

二
〇
四
〇
年
に
は
七
〇
八
六
人
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

主
要
な
原
因
と
し
て
は
、
一
五
歳
～
一
九
歳
に
お
け
る
転
出
人
口
が

極
め
て
多
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、
長
島
町
に
お
け
る
合
計
特
殊
出
生
率
（
以
下
、「
出
生
率
」
と

い
う
）
は
、
全
国
屈
指
の
高
水
準
で
あ
る
二
・
〇
前
後
を
今
後
も
維
持

す
る
と
見
込
ま
れ
、
人
口
減
少
に
与
え
る
影
響
は
小
さ
い
。

長島版総合戦略策定会議の模様。
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こ
れ
ら
か
ら
本
町
に
お
い
て
人
口
を
長
期
的
に
安
定
さ
せ
る
た
め

に
は
、
転
出
の
抑
制
と
転
入
の
増
加
を
図
り
、
親
世
代
の
人
口
を
増

加
さ
せ
る
こ
と
が
特
に
重
要
で
あ
る
。

　

転
出
者
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
や
転
出
の
態
様
・
時
期
な
ど
か
ら

分
析
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
転
出
の
主
要
な
原
因
と
し
て
、
①
町
外
の

高
校
へ
の
進
学
（
長
島
町
内
唯
一
の
高
校
で
あ
っ
た
県
立
長
島
高
校
は

二
〇
〇
四
年
に
閉
校
。
隣
町
の
高
校
へ
は
車
で
一
時
間
程
度
か
か
る
こ
と
か
ら
、

寮
生
活
を
す
る
生
徒
が
多
い
）、
②
町
外
で
の
就
職
（
雇
用
の
場
の
減
少
）

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

人
口
問
題
に
つ
い
て
楽
観
視
す
る
こ
と
は
禁
物
で
あ
り
、
本
町
で

は
、
社
人
研
の
推
計
を
前
提
と
し
て
考
え
て
い
る
。
長
島
版
総
合
戦

略
に
基
づ
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
を
着
実
に
実
行
す
る
こ
と
で
、
以

下
の
よ
う
な
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
目
指
す
。

　

二
〇
四
五
年
以
降
は
、「
ぶ
り
奨
学
金
」
で
定
住
し
た
二
〇
二
〇

年
時
点
で
の
二
〇
歳
～
二
四
歳
世
代
の
子
ど
も
が
二
〇
歳
～
二
四
歳

に
成
長
す
る
こ
と
で
、
若
者
や
彼
ら
が
産
む
子
ど
も
の
人
口
が
安
定
、

ま
た
高
齢
者
数
の
減
少
に
よ
り
自
然
減
が
縮
小
す
る
こ
と
か
ら
、
長

期
的
に
八
〇
〇
〇
人
強
の
人
口
を
維
持
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

長
島
版
総
合
戦
略

【
趣
旨
】

　

長
島
町
は
、
九
州
本
土
と
は
異
な
る
気
候
や
自
然
環
境
の
中
で
、

遣
唐
使
船
や
オ
ラ
ン
ダ
船
の
到
来
を
は
じ
め
、
独
自
の
文
化
・
歴
史

が
育
ま
れ
て
き
た
。
ま
た
、
そ
の
海
・
山
・
大
地
を
生
か
し
て
、
ほ

と
ん
ど
の
住
民
が
生
産
者
（
つ
く
り
手
）
で
あ
り
、
食
糧
お
よ
び
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
率
は
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
て
い
る
。

あ
わ
せ
て
、
出
生
率
も
二
・
〇
前
後
で
推
移
し
て
お
り
、
島
内
で
持

続
・
循
環
す
る
こ
と
が
可
能
な
、
言
う
な
れ
ば
一
つ
の
「
長
島
大
陸
」

で
あ
る
。
こ
の
長
島
大
陸
の
一
番
の
魅
力
は
、
穏
や
か
な
気
候
で
育

っ
た
住
民
の
笑
顔
と
故
郷
を
愛
す
る
気
持
ち
と
言
え
る
。

　

長
島
版
総
合
戦
略
で
は
、
長
島
大
陸
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
・

水
産
業
の
パ
ワ
ー
を
高
め
る
と
と
も
に
、
住
民
と
の
交
流
を
育
む
こ

と
で
、
移
住
・
定
住
に
つ
な
げ
て
い
く
。
ま
た
、
婚
活
・
出
産
・
子

育
て
支
援
の
拡
充
や
「
美
し
い
長
島
づ
く
り
」
に
よ
り
、
暮
ら
し
や

す
い
長
島
を
つ
く
っ
て
い
く
。

【
基
本
方
針
】

　

長
期
的
な
人
口
の
安
定
を
図
る
こ
と
は
地
方
創
生
の
重
要
な
テ
ー

マ
で
あ
り
、
長
島
大
陸
に
と
っ
て
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
が
、
そ
の

道
筋
は
決
し
て
容
易
で
は
な
い
。
従
来
型
の
安
易
な
補
助
金
に
よ
る

人
の
誘
致
は
、
こ
れ
ま
で
の
無
目
的
・
無
戦
略
な
企
業
誘
致
と
同
様

に
、
他
市
町
村
と
の
過
剰
な
競
争
に
陥
り
か
ね
な
い
。

　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
述
べ
た
と
お
り
、
著
し
い
社
会
減
が
続
く
長
島

町
で
は
、
転
出
の
抑
制
と
転
入
の
増
加
を
図
る
こ
と
が
特
に
重
要
で

あ
る
。
転
出
の
抑
制
の
た
め
に
は
雇
用
の
確
保
、
す
な
わ
ち
、
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
・
水
産
業
の
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
が
大
き
な
鍵
を
握

る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
転
入
の
増
加
の
た
め
に
は
、
婚
活
・
出
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産
・
子
育
て
支
援
の
拡
充
や
美
し
い
長
島
づ
く
り
と
と
も
に
、
長
島

へ
の
関
心
、
町
民
と
の
交
流
、「
長
島
を
一
緒
に
育
て
た
い
」
と
い

う
気
持
ち
を
醸
成
す
る
な
ど
、「
移
住
ま
で
の
階
段
」
を
き
め
細
か

く
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
長
島
版
総
合
戦
略
の
期
間
と
す
る
五
年
間
は
、

長
島
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と
交
流
人
口
の
増
加
を
最
優
先
と
し
た
。
誰

で
も
い
い
か
ら
と
に
か
く
長
島
町
へ
来
て
ほ
し
い
と
い
う
姿
勢
を
改

め
、
町
民
と
交
流
し
、
長
島
を
一
緒
に
育
て
た
い
と
い
う
人
を
大
切

に
し
、
そ
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

獅
子
島
振
興
に
つ
な
が
る
地
方
創
生
の
目
玉
事
業

１
．
季
刊
誌
『
長
島
大
陸
食
べ
る
通
信
』
の
創
刊

　

日
本
一
の
養
殖
高
を
誇
る
鰤ぶ
り

を
は
じ
め
、
日
本
三
大
急
潮
で
育
っ

た
真ま

蛸だ
こ

、
海
峡
鯵あ
じ

、
赤
土
の
じ
ゃ
が
い
も
、
西
陽
の
柑
橘
な
ど
長
島

大
陸
は
「
食
材
の
宝
庫
」
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
は
、
卸
売
り
大
量
販
売
が
中
心
で
あ
っ
た
た

め
、
他
の
生
産
地
の
動
向
な
ど
に
よ
り
、
価
格
が
下
落
す
る
こ
と
も

少
な
く
な
か
っ
た
。
今
後
は
「
長
島
ブ
ラ
ン
ド
」
を
確
立
し
、「
安

定
し
た
価
格
で
販
売
」
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
食
材
を
た
だ
切
り
身
と
し
て
売
る
だ
け
で
は
な

く
、
つ
く
る
過
程
、
つ
く
り
手
の
思
い
、
地
元
な
ら
で
は
の
食
べ
方

な
ど
の
〝
ス
ト
ー
リ
ー
〟、
つ
く
り
手
の
生
活
を
食
材
と
併
せ
て
届

け
る
こ
と
が
鍵
と
な
る
。
例
え
ば
、
養
殖
の
鰤
は
、
内
海
の
生い
け

簀す

で

品
質
管
理
に
努
め
る
だ
け
で
は
な
く
、
モ
ジ
ャ
コ
（
鰤
の
稚
魚
）
を

獲
り
に
荒
波
に
も
ま
れ
な
が
ら
命
が
け
で
外
海
ま
で
漁
に
出
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
う
い
っ
た
生
産
過
程
や
つ
く
り
手
の
思
い
を
丁
寧

に
消
費
者
へ
届
け
る
こ
と
で
、
長
島
大
陸
の
鰤
へ
の
愛
着
を
伝
え
る

だ
け
で
な
く
、
長
島
大
陸
の
つ
く
り
手
に
会
い
に
行
き
た
い
と
い
う

気
持
ち
を
消
費
者
に
芽
生
え
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
季
刊
誌
『
長
島
大
陸
食
べ
る
通
信
』
を
創
刊
し
、
長
島
大

陸
へ
の
交
流
の
「
階
段
」
を
つ
く
る
こ
と
と
し
た
。
同
誌
は
、
食
材

つ
き
の
刊
行
物
で
、
三
カ
月
に
一
度
、
長
島
町
の
壮
大
な
生
産
の
ド

ラ
マ
や
地
元
な
ら
で
は
の
食
べ
方
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
特
集
し

た
食
材
を
読
者
へ
お
届

け
す
る
試
み
で
あ
る
。

　

ま
た
、
高
度
に
デ
ザ

イ
ン
・
編
集
さ
れ
た
誌

面
上
に
つ
く
り
手
を
掲

載
す
る
こ
と
で
、「
つ

く
り
手
＝
か
っ
こ
い

い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

を
醸
成
し
、
後
継
者
・

新
規
参
入
者
の
確
保
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

も
考
え
て
い
る
。

　

同
誌
は
、
こ
の
取
り

グループみんなの共同作業で夜明け前から行われる鰤出し
（出荷）。『長島大陸食べる通信』創刊号より。
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組
み
に
賛
同
す
る
プ
ロ
の
カ
メ
ラ
マ
ン
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
主
婦
、
漁

協
な
ど
の
方
々
が
力
を
合
わ
せ
て
制
作
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
五
年

一
二
月
の
創
刊
号
で
食
材
「
鰤
王
」、
二
〇
一
六
年
三
月
号
で
は
「
デ

コ
ポ
ン
」
を
特
集
す
る
。

２
．
ぶ
り
奨
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

二
〇
一
五
年
八
月
三
日
、
長
島
町
と
富
山
県
氷ひ

見み

市
は
覚
書
を
締

結
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
創
生
に
資
す
る
も
の
と
し
て
、
慶
應
義
塾

大
学
Ｓ
Ｆ
Ｃ
研
究
所
社
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ラ
ボ
の
助
言
の
も
と
、

①離島→都会の高校生にとっては船に乗るという特別な体験
②道が狭く自動車が走りづらい→静かで落ち着いた環境を提供
③�ADSLや光ファイバーが整備されていない→インターネット
に逃げられない

④小学校は閉校→活用できる公共施設が多い
⑤高齢化率40％→自分の孫のように応援する島人が多数

　第1回獅子島の子落とし塾を2015年9月12～ 13日の2日間
（民泊）、旧幣串小学校にて開講した。当日は、9人の現役大学生が、
福岡市、鹿児島市、阿久根市などから参加した19人の高校生た
ちを対象に、考えて生きる力を指南した。
　第2回獅子島の子落とし塾は11月28～ 29日の2日間（日帰り）

で開催。今回は本町の中学生20人に対して、学習方法や時間の
つかい方などを教えた。
「学生塾長」を務めてもらった早稲田大学4年生の二村貴大さ
んは、獅子島の子落とし塾終了後、「塾生に自分の経験談、将来
に対する思いなどを伝えることで、生徒たちが将来を選択する
手伝いができればと思った。今どきの学生はシャイな子が多く
て最初は苦労するかと思ったが、人懐っこい子がたくさんいて
不安も吹き飛んだ。獅子島の人たちや役場の方、学生、そして
一緒に携わった大学生のみんなが同じ方向を向いて努力したか
らこそ、いいものが生まれた」と感謝の言葉を口にした。
　また、民泊を受け入れた４軒の獅子島の方々は、「地元としては、
幣串小学校が閉校になって、子どもたちがいなくなり寂しかった。
このようなイベントを続けられたら獅子島全体の活性化につな
がり、賑わってくれる」と、喜んだ。

獅子島の環境を生かした「子落とし塾」の開催

戦略の目玉

2015年9月12 ～
13日に開催された
第1回「獅子島の
子落とし塾」での
記念写真。
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地
域
の
産
官
学
金
労
言
の

主
体
と
協
働
で
、「
ぶ
り

奨
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
研

究
と
推
進
を
行
う
こ
と
と

し
た
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

一
言
で
い
え
ば
、
高
校
・

大
学
卒
業
後
、
ふ
る
さ
と

（
長
島
町
・
氷
見
市
）
に
在

住
し
て
い
る
間
は
、
返
済

を
不
要
と
す
る
奨
学
金
で

あ
る
。
両
市
町
は
、
と
も

に
荒
波
や
海
流
の
中
で
の

回
遊
を
経
て
育
っ
て
い
く

出
世
魚
「
鰤
」
ゆ
か
り
の
地
。
鰤
の
た
く
ま
し
い
成
長
の
あ
り
方
に

ち
な
ん
で
、
地
域
で
育
っ
た
人
材
が
、
世
界
各
地
で
活
躍
す
る
こ
と
、

そ
し
て
、
ふ
る
さ
と
に
戻
っ
て
さ
ら
な
る
活
躍
を
す
る
こ
と
を
支
援

す
る
た
め
の
仕
組
み
で
あ
る
。

　

ぶ
り
奨
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
以
下
の
事
業
・
制
度
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。

　

①
通
常
の
金
利
よ
り
優
遇
さ
れ
た
「
ぶ
り
奨
学
ロ
ー
ン
」

　

②�

ぶ
り
奨
学
基
金
か
ら
元
金
及
び
利
息
相
当
額
を
補
填
す
る
「
ぶ

り
奨
学
金
制
度
」

　

③�

事
業
者
や
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
か
ら
基
金
に
寄
付
す
る
「
ぶ
り

奨
学
寄
付
制
度
」

　

④�

出
身
の
生
徒
・
学
生
や
卒
業
生
の
交
流
事
業
「
ぶ
り
奨
学
交
流

事
業
」

　

⑤�

地
域
に
お
け
る
就
職
・
起
業
を
支
援
す
る
「
ぶ
り
就
職
起
業
支

援
事
業
」

　

先
述
の
通
り
、
高
校
が
な
い
長
島
町
に
お
い
て
は
、
町
外
の
高
校

に
通
う
た
め
、
片
道
一
時
間
程
度
か
け
て
バ
ス
で
通
学
す
る
か
、
寮

に
入
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
都
市
部
で
は
か
か
ら
な
い
追
加

的
な
費
用
が
求
め
ら
れ
、
経
済
的
事
情
か
ら
子
ど
も
を
諦
め
る
家
庭

も
存
在
し
て
い
る
。
ま
た
、
高
校
か
ら
町
外
に
転
出
す
る
た
め
、
多

く
の
高
校
生
は
、
卒
業
後
、
町
外
で
就
職
し
、
若
者
人
口
の
流
出
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
長
島
町
で
は
、
町
内
に
お
け
る
就
職
・
起
業
の
支
援
を
行

う
と
と
も
に
、
生
徒
・
学
生
が
長
島
町
に
戻
っ
て
き
た
場
合
に
、
元

金
相
当
額
を
ぶ
り
奨
学
基
金
か
ら
補
填
（
利
息
に
つ
い
て
は
、
長
島
町
に

戻
っ
て
く
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
全
額
を
補
填
）
す
る
こ
と
に
よ
り
、

出
身
者
の
世
界
各
地
で
の
活
躍
支
援
、
経
済
的
な
負
担
や
不
安
の
軽

減
、
Ｕ
タ
ー
ン
人
材
の
地
域
で
の
活
躍
支
援
を
行
い
、
人
口
流
出
の

減
少
と
出
生
数
の
増
加
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
た
。
制
度
の
運
用

開
始
は
二
〇
一
六
年
四
月
か
ら
で
あ
る
。

　

地
方
創
生
で
は
、
産
官
学
金
労
言
が
連
携
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
今
回
、
ぶ
り
奨
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
理
念
に
共
感
し
た
鹿
児

島
相
互
信
用
金
庫
が
、
本
町
の
た
め
に
通
常
の
金
利
よ
り
優
遇
さ
れ

氷見市で行われた「ぶり奨学プログラム」協定記者会見。
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現
役
大
学
生
が
勉
強
法
な
ど
を
教
え
、
島
の
住
民
が
自
分
の
孫
の
よ

う
に
応
援
す
る
高
校
生
の
た
め
の
集
中
自
修
合
宿
で
あ
る
。

　

同
塾
の
開
催
に
際
し
て
は
、
地
元
の
高
校
生
だ
け
で
は
な
く
、
水

俣
港
か
ら
の
定
期
航
路
な
ど
を
活
用
し
て
、
西
九
州
を
中
心
に
全
国

か
ら
高
校
生
を
募
集
す
る
。
獅
子
島
の
落
ち
着
い
た
環
境
の
中
、
他

校
の
高
校
生
と
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
で
、
高
校
生
の
気
づ
き
を
促
す

こ
と
も
目
的
の
一
つ
で
あ
る
。

　

獅
子
島
の
子
落
と
し
塾
の
定
着
と
と
も
に
、
高
校
生
向
け
の
実
験

教
室
や
出
前
授
業
な
ど
を
実
施
す
る
企
業
な
ど
と
連
携
し
、
高
校
生

に
と
っ
て
魅
力
的
な
場
に
育
て
る
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

　

一
緒
に
食
事
を
す
る
、
み
ん
な
で
出
迎
え
・
見
送
り
を
す
る
、
激

励
の
手
紙
を
送
る
な
ど
の
島
人
と
の
「
交
流
」
を
通
じ
て
、
獅
子
島

を
「
第
二
の
故
郷
」
と
す
る
塾
卒
業
生
を
育
て
、
増
や
し
て
い
く
こ

と
も
狙
い
で
あ
る
。

　

加
え
て
、
若
者
と
交
流
す
る
こ
と
で
、

島
の
住
民
の
活
力
向
上
に
つ
な
げ
ら
れ
る
。

住
民
に
無
理
の
な
い
形
で
続
け
て
い
く
こ

と
で
、
獅
子
島
に
高
校
生
・
大
学
生
な
ど

が
い
る
環
境
を
定
着
さ
せ
て
い
け
れ
ば
と

考
え
る
。�

■

た
独
自
の
奨
学
ロ
ー
ン
を
創
設
し
て
く
れ
た
。
ま
た
、
年
に
一
回
、

同
信
用
金
庫
と
長
島
町
が
今
後
の
支
払
い
見
通
し
な
ど
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
う
な
ど
、
連
携
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
地
方
創
生
で
金
融
機
関
が
自
治
体
の
た
め
に

独
自
の
奨
学
ロ
ー
ン
を
創
設
し
、
自
治
体
と
の
連
携
を
強
化
す
る
の

は
、
全
国
で
初
め
て
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

３
．
獅
子
島
の
子
落
と
し
塾

　

人
も
地
域
も
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
。
光
の
当
て
方
で
輝
き
方
が
変
わ
る
。

「
獅
子
島
の
子
落
と
し
塾
」は
、
獅
子
島
の
環
境
を
最
大
限
に
生
か
し
、

町口真浩　（まちぐち まさひろ）

昭和48年生まれ。平成6年に長島
町役場入庁、経済課、福祉課、北
薩広域行政事務組合、保健衛生課、
鹿児島県市町村課、総務課行政係
兼選挙係を経て、同27年4月から
総務課地方創生担当。

長島町長　川添　健

　地方創生人材支援制度を活用して、総
務省から井上貴至氏（現長島町副町長）を派
遣していただいた。私どもも常日頃から
活力ある町づくりには全力で取り組んで
きたが、制度上、財政的に壁にぶつかる
ことが多かったのも事実である。
　しかし、今回の派遣で、その悩みの相
談相手が仲間になって解決策まで考えて
くれることになった。この機会をとらえ
て一歩も二歩も前進する町づくりを行っ
ていきたい。

国の人材支援制度を活用

首長のことば




